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町マスコットキャラクター
よどりちゃん

命を守るお仕事。
救急車の適正利用を
心がけようペアー！

まちの情報紙・広報

月
Community information of Oyodo



　国民年金保険料（平成 27 年度は月額 15,590
円）に付加保険料（月額 400 円）をプラスして
納付すると、納めた期間（月数）に応じ、老齢基
礎年金に上乗せされて受け取ることができます。

付加年金の年金額＝
付加保険料を納付した月数× 200 円

○１年間（12カ月）付加保険料を納付した場合
　　　納付額　　12カ月× 400円＝ 4,800 円
○ �65 歳で老齢基礎年金を受給するときに、毎
年１年間で受給できる付加年金

　　　付加年金　12カ月× 200円＝ 2,400 円

　つまり、２年間で 4,800 円の付加年金を受給
することができますので、３年目以降は受給額
が納付額を上回ります。

※　次の人は付加年金に加入できません。
◦第２号被保険者
◦第３号被保険者
◦国民年金基金に加入中の人
◦国民年金保険料の納付を免除されている人

■問い合わせ先　
◦大和高田年金事務所
　☎ 0745-22-3531
◦町役場　ほけん課
　(内線 133)

国民年金付加年金
制度のお知らせ国民年金国民年金

地域包括ケアシステムの構築に向けて
～地域の主役は、みなさん一人ひとり～
　現在、65歳以上の人口は、3,000 万人（国民の約
４人に１人）を超えており、団塊の世代の方々が 75
歳以上となる 2025 年以降は、国民の医療や介護の
需要が、さらに増加することが見込まれています。
　また、認知症高齢者の増加が見込まれることから、
認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地
域包括ケアシステムの構築が重要です。

　「地域包括ケアシステム」とは、このような状況の
中、2025 年をめどに、可能な限り住み慣れた自宅
や地域で暮らし続けられるように、「住まい・医療・
介護・予防・生活支援」の５つのサービスを、一体
的に受けられる支援体制のことです。

　本町におきましては、町長を本部長とする「大淀
町地域包括ケアシステム推進本部」を立ち上げ、横
断的に取り組む組織として始動しました。
　今後の具体的な施策として、介護・医療に係る給
付費の分析や認知症カフェの設置、大学と協働での
介護予防事業等に取り組んでいきます。
　地域包括ケアシステムを構築していくためには、�
「共助」「公助」に加え、地域のみなさんの自主性や
主体性に基づく、「自助」「互助」が必要不可欠です。
「地域で支え合うまち」の実現に向け、みなさんのご
理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ先　町役場　ほけん課（内線 131）

防 の災 日 ９月１日は
防災の日

災害に対する認識を深めましょう
　○９月１日は「防災の日」です
　「防災の日」は、地震や風水害などの災害についての認
識を深めて、過去の教訓を忘れず災害への心がまえや備
えをしようという日で、昭和 35年に定められました。

　○８月 30 日から９月５日は「防災週間」です
　昭和 57 年に、一人ひとりが防災に対する意識をより
一段と強く持ち、防災の大切さを再確認してもらう機会
にするため、「防災の日」を含む１週間を「防災週間」と
することに定められました。
　今年は、８月30日から９月５日までが「防災週間」です。

　防災の日の由来って？

Ｑ．なぜ９月１日なの？
Ａ．�日本の自然災害史上、最も多く
の犠牲者を出したとされる「関東大震災」の
発生日が大正12年９月１日であるからです。

Ｑ．なぜ昭和 35年なの？
Ａ．�昭和 34年に発生し、大淀町をはじめ多くの
地域に大きな被害を与え、戦後最大の被害を
出したとされる「伊勢湾台風」がきっかけと
なり、翌年の昭和 35年に創設されました。

　○大淀町防災総合ガイドブックの配布
　大淀町では、この機会に災害に対する認識をより深めてもらうため、新
たに「防災総合ガイドブック（保存版）」を作成し、今月号の広報おおよ
どの折り込みにて配布しています。日ごろより災害に対する備えを心掛け、
万が一の場合にすばやい行動がとれるよう準備をしておきましょう。

■問い合わせ先　町役場　安全対策推進室 (内線 207)
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　救急件数は、全国的に年々増加傾向です。その中には、緊急性が低いものもあり、緊急性の高い救急に支障
が出かねません。大淀・下市消防署での平成 26年中の救急件数は 1,623 件、搬送人員は 1,494 人で、現場到
着までの平均時間が約８分となっており、５年前の平均時間からは約２分延びています。
　かすり傷程度での要請および、急を要する病気ではないもののどこの病院に行けばよいのかわからないとき
の要請等が、「出動件数の増加」および「現場到着時間の延長」の要因になっています。
　119番通報があった場合、近くの消防署の救急車が出動しますが、既に出動中の場合は他の消防署の救急車
が出動することになり、現場到着に時間を要します。このままでは、１分１秒を争う、助かるはずの命を救え
なくなります。救える命を救うためにも、救急車の適正利用にご理解ご協力をお願いします。
　救急車が必要な場合は 119 番で救急要請してください。救急車が必要かどうか不明
なとき、または病院照会等は、下記にお問い合わせください。

■問い合わせ先
◦奈良県広域消防組合　大淀消防署　☎ 0747-52-1199
◦奈良県救急安心センター（24時間対応）　☎＃ 7119（プッシュ回線・携帯電話専用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0744-20-0119（ダイヤル回線・IP 電話専用）

救 の急 日 ９月９日は
救急の日

救急車の適正利用をお願いします

上級救命講習会のお知らせ
　大淀消防署では、住民のみなさんに参加していた
だける『上級救命講習会』を開催します。
　心肺蘇生法【胸骨圧迫と人工呼吸】と AED【電気
ショック】の使用方法など、普通救命講習会で学ぶ
内容に加えて、骨折・やけどの対処法、けが人の搬
送法などを学んでいただく講習です。大切な命を救
うためにも、ぜひ講習会にご参加ください。

■日　　時　10月10日（土）　午前９時～午後６時
　　　　　　※　昼食は各自ご用意ください。
■場　　所　奈良県広域消防組合�大淀消防署�３階
■対　　象　中学生以上
■費　　用　無料
■定　　員　30人　※　定員に達し次第受付終了
■申込方法　電話でお申し込みください。
■申込締切　10月３日（土）
■申し込み・問い合わせ先
　奈良県広域消防組合　大淀消防署　救急係
　☎0747-52-1199

地震発生時の出火防止
　地震が発生したとき、被害を最小限におさえるに
は、一人ひとりが慌てずに適切な行動をとることが
極めて重要です。そのためには地震に関する知識を
身に付け、地震発生時は次のことに留意し正しい行
動をとりましょう。
○まず落ち着いて身の安全を
○慌てず冷静に火災を防ぐ
○狭い路地、塀や崖には近寄らない
○避難は徒歩で、持ち物は最小限に
○正しい情報の入手を
○タンスや棚などの固定を

■問い合わせ先　奈良県広域消防組合��大淀消防署
　　　　　　　　☎0747-52-1199

国勢調査にご協力ください
総務省・奈良県・大淀町

　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人と
世帯を対象とした国の最も重要な統計調査で、
10月１日を基準日として実施されます。調査に
あたり、９月半ばから調査員が各世帯を訪問し
て調査票などを配布します。平成 27年度のこの
調査では、インターネットを利用して
回答することもできますので、みなさ
んのご理解とご協力をお願いします。
■インターネットでの回答
　調査員訪問：９月始め～中ごろ
　回 答 期 間：９月 10日（木）～ 20日（日）
■調査票での回答
　調査員訪問：９月末ごろ
　回 答 期 間：10月１日（木）～７日（水）
※�　インターネットで回答された世帯には紙の
調査票による調査は行いません。

■問い合わせ先　町役場��企画政策課 (内線351)

いきいきふれあい教室
( 介護予防事業 ) をリニューアルします
　大淀町地域包括ケアシステムの構築をめざし、
いきいきふれあい教室を見直します。
　従来の町役場への集合型から、会場を地域の
拠点へ移します。また、65歳以上となっていた
年齢要件やチェックリストにより対象者を抽出
する方法を改め、より多くのみなさんにご参加
いただけるよう見直します。
　詳しくは、10月号の広報、あらかしテレビ等
をご覧ください。

■問い合わせ先　町役場　ほけん課 (内線 131)
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い
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者
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す
る
こ
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平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人

（
世
帯
）に
対
し
、
案
内
文
と
申
請
書
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し
ま
す
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案
内
文
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書
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ま
す
。

　

な
お
、
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い
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ま
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告
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な
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あ
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で
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税
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で
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場
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祉
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い
。

■
支
給
対
象
者

　

�

平
成
27
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、
大

淀
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
27
年

度
の
町
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ

な
い
人

※�　

そ
の
人
を
扶
養
し
て
い
る
人
が
平

成
27
年
度
の
町
民
税（
均
等
割
）を
課

税
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
、
生
活
保
護

制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場

合
な
ど
は
、
対
象
外
で
す
。

■
支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
６
０
０
０
円

※　

１
回
限
り
の
支
給
で
す
。

■
必
要
書
類
等

◦
申
請
書（
請
求
書
）

◦
印
鑑

◦�

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）の
コ
ピ
ー

◦�

給
付
金
を
振
り
込
む
金
融
機
関
の
口

座
番
号
、
口
座
名
義
人
が
分
か
る
預

貯
金
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

コ
ピ
ー
な
ど

■
申
請
受
付
期
間

　

12
月
１
日（
火
）ま
で

■
“
振
り
込
め
詐
欺
”
に
ご
注
意
!!

　

町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員
が
、

Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現

金
自
動
預
払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
や
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を

求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
給
付
金
の
支
給
を
装
っ
た
“
振
り

込
め
詐
欺
”
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦�

給
付
金
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
相
談

窓
口（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０-

０
３
７-

１
９
２

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

◦
町
役
場　

福
祉
課（
内
線
１
１
９
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の
お
知
ら
せ

　

９
月
は
固
定
資
産
税
第
３
期
の
納
期
で
す
。
９

月
30
日（
水
）ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
に
は
便

利
な
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口

座
振
替
依
頼
書
は
、
町

内
の
各
金
融
機
関
や
郵

便
局
の
窓
口
に
も
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

税
務
課（
内
線
１
１
３
）

　

町
役
場
税
務
課
で
は
、
新
築
・
増
築
・
改
築
家
屋

の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
は
平
成
27
年
中
に
完
成
し
た
家
屋

で
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎
額
を
決
定
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
家
屋
に
は
、
店
舗
や
事
務
所
、

倉
庫
、
付
属
家
、
車
庫
な
ど
の
床
面
積
の
小
さ
い

建
物
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
だ
調
査
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
町
役
場
税

務
課
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
調
査
日
は
こ
ち
ら

で
設
定
し
ま
す
が
、
希
望
の
日
時
が
あ
れ
ば
事
前

９
月
は
固
定
資
産
税

第
３
期
の
納
期
で
す

に
関
す
る

に
関
す
る

税　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

税　
　
　
　

  

お
知
ら
せ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
調
査
の
時
間
は
約
40
分
程

度
で
、
調
査
の
際
に
は
、
建
物
図
面
を
ご
用
意
願

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
取
り
壊
し
家
屋
は
手
続
き
を

　

平
成
27
年
中
、
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
家
屋
を
取

り
壊
し
た
人
は
、
滅
失
登
記（
法
務
局
で
）、
ま
た

は
取
り
壊
し
届
け（
町
役
場
税
務
課
で
）の
手
続
き

を
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

土
地
の
利
用
形
態
を
変
更
さ
れ
た
ら
届
出
を

　

農
地
以
外
の
土
地
を
農
地
と
し
て
、
ま
た
は
農

地
を
農
地
以
外
の
土
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

場
合
や
、
隣
接
地
を
自
宅
の
敷
地
と
一
体
利
用
さ

れ
て
い
る
場
合
等
は
、
町
役
場
税
務
課
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

税
務
課（
内
線
１
１
３
）

　

相
続
税
、
贈
与
税
や
所
得
税
等
お
悩
み
の
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
近
畿
税
理
士
会
吉
野
支
部
の

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

予
約
制
で
す
の
で
、
10
月
６
日（
火
）午
後
５
時

ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

10
月
９
日（
金
）　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

※　

１
人
あ
た
り
30
分
程
度
・
先
着
３
人

■
場　

所

　

町
役
場
１
階　

相
談
コ
ー
ナ
ー

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

税
務
課（
内
線
１
１
０
）

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

全期
第１期 ４月 30日

第２期 ７月 31日

第３期 ９月 30日

第４期 11月 30日

平
成
27
年
度

固
定
資
産
税
の
納
期
限
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
社
会
保
障
・
税
番

号
）と
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
持
つ

12
桁
の
個
人
番
号
の
こ
と
で
す
。

　

10
月
か
ら
順
次
、
住
民
票
の
住
所
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）が
記
載
さ

れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
郵
送
し
ま
す
。

「
通
知
カ
ー
ド
」
は
世
帯
単
位
で
簡
易

書
留
に
よ
り
お
送
り
し
ま
す
。

　

現
在
お
住
ま
い
の
場
所
と
住
民
票
の

住
所
が
異
な
る
場
合
は
、
住
所
変
更
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○�

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住
民
票

の
住
所
で
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
へ

　

居
所
情
報
を
登
録
す
る
こ
と
で
、「
通

知
カ
ー
ド
」
を
現
在
お
住
ま
い
の
場
所

（
居
所
）で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人

◦�

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、
住

所
地
以
外
の
場
所
に
避
難
し
て
い
る

人
◦�

Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
暴
力
）・
ス
ト
ー
カ
ー
・

児
童
虐
待
等
の
被
害
者
で
、
住
所
地

以
外
の
場
所
に
居
住
し
て
い
る
人

◦�

一
人
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、
医
療
機

関
・
施
設
等
に
入
院
・
入
所
し
て
い

る
人

■
申
請
方
法

　

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
に
居
住
情
報

登
録
申
請
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
町
役
場
人
権

住
民
課
の
窓
口
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
で
き
ま
す
。

■
必
要
書
類

◦
居
住
情
報
登
録
申
請
書

◦�

申
請
者
の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※�　

郵
送
の
場
合
は
コ
ピ
ー
を
同
封

◦�

居
所
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
証
す

る
書
類（
賃
貸
借
契
約
書
、
公
共
料

金
の
領
収
書
、
施
設
や
医
療
機
関
が

発
行
す
る
入
院
を
証
明
す
る
書
類
な

ど
）

※�　

郵
送
の
場
合
は
コ
ピ
ー
を
同
封

■
申
請
期
間

　

９
月
25
日（
金
）ま
で

※　

持
参
ま
た
は
必
着

※�　

郵
送
の
場
合
は
表
面
に
「
居
所
情

報
登
録
申
請
書
在
中
」
と
朱
書
き
し

て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

人
権
住
民
課

　

通
知
カ
ー
ド
担
当（
内
線
１
２
３
）

　

現
在
、
本
町
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
持
続
可
能
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
大
淀
町
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
実
施
し
た
公
共
交
通

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
て
策

定
し
た
「
大
淀
町
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画（
案
）」

に
対
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募

集
し
ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

　

広
く
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
求
め
計
画
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

■
閲
覧
場
所

◦
町
地
域
公
共
交
通
会
議
事
務
局

　
（
町
役
場　

企
画
政
策
課
内
）

◦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.tow

n.oyodo.lg.jp/

）

■
募
集
期
間　

９
月
18
日（
金
）ま
で

■
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名（
ま
た
は
団
体
名
）・
連
絡
先
な
ど
を
記
入

し
て
、
持
参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
町

地
域
公
共
交
通
会
議
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
公
共
交
通
会
議
事
務
局

　
（
町
役
場　

企
画
政
策
課
内
）（
内
線
２
２
１
）

　
　

０
７
４
７-

54-

２
０
５
０

　
　

kikakuseisaku@
tow
n.oyodo.lg.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

大
淀
町
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

計
画（
案
）を
策
定
し
ま
し
た

「第４次大淀町総合計画」等の
アンケート調査を実施

　大淀町では、将来のまちづくりの基本となる「第４次
総合計画」と人口減少や地域課題の解決等に向けた「大
淀町版総合戦略」の策定に向けて、現在取り組んでいます。
　これからの大淀町を考えるにあたって、
住民のみなさんを対象としたアンケート
調査（無作為抽出・郵送方式）を行います。
アンケート票が郵送された人は、ぜひとも
ご協力をよろしくお願いします。
■問い合わせ先　町役場　企画政策課 (内線 221)

がんばるおおよどプレミアム商品券
完売のお知らせ

　がんばるおおよどプレミアム
商品券は、ご好評につき、完売
いたしました。
　なお、商品券の有効期限は、
平成 28年１月 11 日（月・祝）
までですので、ご注意ください。
■問い合わせ先
　町プレミアム商品券事務局
　(町商工会内)　☎0747-52-9555
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水に親しみ 元気に泳ごう
子ども水泳教室

　町教育委員会主催の水泳教室が、８月８日（土）・
９日（日）の２日間にわたり町内の各小学校で行わ
れ、延べ117人の子どもたちが参加しました。
　この水泳教室は、泳ぐことがあまり得意でない
小学１年生から３年生までの子どもを対象に、水
泳を通して水に親しむとともに、「体力づくり」「な
かまづくり」を目的として毎年行われています。
　参加した子どもたちは、指導者の町健康づくり
センター（ミズノウエルネス大淀）のインストラク
ター、町スポーツ推進委員から、バタ足やクロー
ルの息つぎなどを教わり、少しでも泳げる距離を
伸ばそうとがんばっていました。
　子どもたちは、この２日間の水泳教室で泳ぐこ
とに少し自信を持つことができたのではないで
しょうか。

▲▲熱心に練習しました

戦後70年に伝えたいこと
戦争カルタ原画展を開催

　８月５日（水）から10日（月）にかけて、町文化
会館ひだまりホールで、「戦争カルタ原画展」が開
催されました。会場では、町の〈戦争の語り部〉が
作った戦争カルタの原画、戦争を題材にした紙芝
居、町内に残る戦争関係の資料などの展示や、戦
争にまつわるビデオの上映などがありました。
　８日（土）には、朗読ボランティア〈響〉による「ア
ンネ・フランクものがたり」の朗読と、バイオリン・
ピアノ・ビオラのアンサンブルコンサートが催さ
れました。９日（日）には、おおよど語り部の会に
よる紙芝居・カルタ遊びと、戦争体験を語り継ぐ
インタビュー・交流会が行われ、町内在住の戦争
体験者６人に、奈良女子大学附属中等教育学校生
のみなさんがインタビューをされました。
　期間中には200人を超える参加者があり、改め
て「おおよどの戦後70年」を考え直す良い機会と
なりました。

▲

インタビュー
　の様子

音頭に合わせて踊ろう♪
「よどり音頭」寄贈式

　奈良県出身の演歌歌手、川井聖子さんが８月
19日（水）に町役場を訪れ、「よどり音頭」のCDを
寄贈されました。今回寄贈された「よどり音頭」は、
平成25年に制作されたよどりちゃんのテーマソ
ング「よどりはあなたに恋してる」の歌詞はそのま
まに、伴奏を音頭にアレンジしたものです。
　寄贈に際し、川井さんは、「何度か大淀町で歌わ
せていただく機会があり、この町にはとても親し
みを持っています。この音頭を、いろいろな場所
で聞いて、みなさんに楽しんでいただけたらうれ
しいです。」と話してくださいました。
　また、現在投票受付中の「ゆるキャラグランプ
リ2015」において、川井さんはよどりちゃんに
投票され、励ましの言葉をかけてくださいました。

旭日単光章を受章
元町議会議員　故 阪口 勝之 氏

　本年４月にご逝去された元町議会議員、故阪口
勝之氏（佐名伝）に旭日単光章が授与されました。
　阪口氏は、平成３年４月に執行された町議会議
員選挙に立候補され、地域住民の信頼と厚い支持
を受けて初当選されて以来、平成15年４月まで
の３期12年の永きにわたり町議会議員として在
職されました。
　議員在職中は、町議会各常任委員会および各特
別委員会の委員を歴任され、高齢者福祉の向上や
文化施策の推進、消防力の向上など、各分野にお
いて尽力されました。
　ここに故阪口勝之氏のご生前のご功績を讃

た た

える
とともに、心からご冥

め い ふ く

福をお祈りいたします。

▲寄贈式の様子

よどり音頭は、町
ホームページ ( よ
どりのお部屋 ) も
しくはYouTube
にて配信中です。

よどり音頭

で検索！　
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差別をなくす強調月間
社会を明るくする運動月間
差別をなくす強調月間
社会を明るくする運動月間

　７月は「差別をなくす強調月間」および「社会を
明るくする運動月間」として町内でさまざまな取
り組みが行われました。この月間に町民のみなさ
んに作成していただいた作品を、８月号にひき続
き紹介します。

人権標語

●平等で　人権趣旨を　理解する
●旅人に　町の温もり　伝えたい
●よかったと　愛と支えの　町めざす

扇谷　英子さん（越部）

●わたし発　みんなに広がれ

　　　　　　　　　　やさしい心

匿　　名

4 3 2 1

阪田　泰子さん ( 吉野平 )

人権ポスター

共同作品
　町内の保育所・幼
稚園児、小・中学生
に共同作品「平和へ
の祈り」を作ってい
ただきました。
　平和を願う子ど
もたちのイラスト
やメッセージが寄
せられました。

◦友だちとなかよく
◦悪口を言わない
◦いつも笑顔
◦いじめのない毎日
◦自然を大切に
◦交通ルールを守ろう
◦戦争をなくそう
◦思いやりの心をもとう
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日本脳炎予防接種について
　平成17年の日本脳炎ワクチン接種の差し控えにより、日本脳炎ワクチンを受けられていない平成７年４月
２日～平成19年４月１日生まれの人は、20歳未満までの間に、新ワクチン（細胞培養日本脳炎ワクチン）で不
足回数分の接種が可能になりました。詳しくは、町保健センターにお問い合わせください。

10月１日（木）です。
［乳幼児］午前９時～午前11時
　　　　�身体計測や、保健師・栄養士に
�������������よる健康や育児についての相談
�������������を行います。

［成　人］午後２時～午後４時
�������������尿検査・血圧測定・保健師や栄養
�������������士による健康についての相談を
�������������行います。

母子健康手帳・妊婦健康診査補助券は町保健セン
ターで交付しています。印鑑を持ってきてください。

●子どもの健康診査
　 実施日　・　受付時間 対　　　象

４ カ 月 児 健 康 診 査
９月15日（火）・午後０時45分～午後１時 H27. ４.16～ H27. ５. ８生まれ
10月８日（木）・午後０時45分～午後１時 H27. ５. ９～ H27. ６.11生まれ

10 カ 月 児 健 康 診 査
９月16日（水）・午後０時45分～午後１時 H26.10.17～ H26.11.15生まれ
10月９日（金）・午後０時45分～午後１時 H26.11.16～ H26.12.15生まれ

１歳６ヵ月児健康診査 ９月29日（火）・午後１時15分～午後２時 H26. ２. １～ H26. ３.31生まれ

※１　対象児にはお知らせを送付します。　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　�４カ月・10カ月児健康診査では、午後１時から午後１時30分まで離乳食講座、講座終了後健康診査を実施します。

健診を受ける人は、講座開始前の受付時間内に会場へ来てください。健診は受付順です。

●予防接種

予防接種名 実施日 受付時間
対象児

今月通知する子 前の対象で受けていない子

４ 種 混 合
百日せき
ジフテリア
破傷風（不活化ポリオ）

１期初回
（３回接種）

９月９日（水）
10月５日（月）
11月９日（月） 午後１時30分～

午後１時45分

H27. ５.11～
H27. ６. ９生まれ ７歳未満の子�

１期追加 ９月９日（水） H26. ３.10～
H26. ４. ９生まれ

「１期初回」の接種を終了した
７歳６カ月未満の子�

３ 種 混 合

（ジフテリア）破傷風
２期 ９月９日（水） 午後１時30分～

午後２時 13歳未満の子

★要予約

不 活 化 ポ リ オ
９月９日（水） 午後１時45分～

午後２時

３種混合を接種し、不活化ポリ
オ（生・不活化合わせて、計４回）
を規定回数終了していない子

★要予約

み ず ぼ う そ う

９月９日（水）
①・③

９月18日（金）
①・②

９月30日（水）
①

①午前10時～
　午前10時30分
②午後１時45分～
　午後２時15分
③午後２時～
　午後２時30分

H26. ７. １～
H26. ７.29生まれ １歳から３歳未満の子

Ｂ Ｃ Ｇ ９月18日（金） 午後１時30分～
午後１時45分

H27. ３.11～
H27. ４. ８生まれ １歳未満の子

麻しん風しん
混　　　　合

第１期
９月30日（水） 午後１時30分～

午後２時

H26. ８.27～
H26. ９.30生まれ １歳から２歳未満の子

第２期 就学前の年長児

日 本 脳 炎 ９月30日（水） 午後２時～
午後２時15分

７歳６カ月未満の子
�平成19年４月１日以前に生ま
れた人で、第１期（３回）または
第２期（１回）を規定回数終了し
ていない20歳未満の人

※１　今月通知対象児には予診票を送付します。　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　受付時間は予防接種の種類により異なります。
　★転入された人は、以前に受けた予防接種の種類・回数等のご連絡をお願いします。
　　〈連絡がない場合は、予防接種のご案内ができない場合があります。〉

母子健康手帳は町保健センターで交付しています
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検診・内容 実施期間 実施医療機関 対　　象 料　　金

乳がん検診
（視診・触診・問診・
乳房Ｘ線撮影） 平成28年２月末

まで
※�　医療機関の
予約が定員に
なり次第終了
　

県内の契約医療機関
※�　希望の医療機関が該当
するか等、詳しくはお問
い合わせください。

満40歳以上の町民（女性）
※　平成26年度に受け
ていない人

【満40～49歳】2,300円
【満50～64歳】2,000円
【満65歳以上】��500円

子宮頸がん検診
（視診・内診・問診・
子宮頸部細胞診）

県内の登録医療機関
※�　希望の医療機関が該当
するか等、詳しくはお問
い合わせください。

満20歳以上の町民（女性）
※　平成26年度に受け
ていない人

〈頸部のみ〉
【満65歳未満】2,000円
【満65歳以上】 500円
〈頸部・体部〉
【満65歳未満】3,500円
【満65歳以上】 500円

●個別検診　医療機関で個別に受診するための受診票を発行しています。
　　　　　　発行の申請は町保健センターに電話などで申し込んでください。

●集団検診　町保健センターに電話等で申し込んでください。
検診・内容 実施日・受付時間 対　　象 場所・料金 定　員

大腸がん検診
（便潜血検査・問診）
肝炎ウイルス検診
（血液検査・問診）

９月12日（土）
①午前７時30分～
　午前９時
②午前９時～正午
③午後１時30分～
　午後３時

満40歳以上の町民
※　肝炎ウイルス検診は以前に町で受
けた人以外

町保健センター
【満40～64歳】各400円
【満65歳以上】各200円

各70人
※　要予約
※　先着順

肺がん検診
（胸部Ｘ線撮影・問診）
（必要な人は喀

か く た ん

痰検査
※　別料金）
大腸がん検診
（便潜血検査・問診）
前立腺がん検診
（血液検査・問診）
肝炎ウイルス検診
（血液検査・問診）

10月19日（月）
　午前９時～正午
11月10日（火）
①午前９時～正午
※�　胃がん検診と同時
に受診できます。
②午後１時30分～
　午後３時
※�　子宮頸がん検診と
同時に受診できます。

満40歳以上の町民
※　前立腺がん検診は男性のみ
※　肝炎ウイルス検診は以前に町で受
けた人以外

町保健センター
【満40～64歳】各400円
【満65歳以上】各200円

各70人
※　要予約
※　先着順

胃がん検診
（胃部Ｘ線撮影・問診）

11月10日（火）
　午前９時～正午 満35歳以上の町民

町保健センター
【満35～64歳】1,000円
【満65歳以上】�500円

90人
※　要予約
※　先着順

子宮頸
け い

がん検診
（視診・内診・問診・
子宮頸部細胞診）

11月10日（火）
　午後１時30分～
　午後３時

満20歳以上の町民（女性）
※　受診回数は２年度につき１回です。
平成26年度に受診した人は今年度は
対象になりません。ただし女性特有
のがん検診無料クーポン券で今年度
受ける人はこの限りではありません。

町保健センター
【満20～64歳】1,000円
【満65歳以上】�500円

55人
※　要予約
※　先着順

乳がん検診
（視診・触診・問診・
乳房Ｘ線撮影）

12月２日（水）
　午後１時～
　午後２時30分

満40歳以上の町民（女性）
※　受診回数は２年度につき１回です。
平成26年度に受診した人は今年度は
対象になりません。ただし女性特有
のがん検診無料クーポン券で今年度
受ける人はこの限りではありません。

町立大淀病院
【満40～49歳】2,000円
【満50～64歳】1,800円
【満65歳以上】�500円

20人
※　要予約
※　先着順

教　　室 実施日時・場所 内　　容 対　　象 料　金

マタニティクラス
妊娠中のことや出産、育児につい
て実習や交流会をしながら楽しく
勉強しませんか？
①はパパ向けの内容もあります。
ぜひ一緒に参加してください。

①10月４日（日）
　午前10時～午後０時30分
　町保健センター

先輩パパ・ママとの交流会
赤ちゃんのお風呂体験 妊娠中の人

パパになる人
家族の人

無料
②10月22日（木）
　午前９時30分～午後１時
　町保健センター

妊娠中の食生活
歯の健康など

●教室　町保健センターに電話で申し込んでください。（町ホームページでも申し込みできます。）

高齢者のインフルエンザ予防接種について
　65歳以上の高齢者のインフルエンザ予防接種を今年度も実施します。接種医療機関等詳細に
ついては、広報10月号の折込チラシにてお知らせします。
■実施期間　10月１日～平成28年１月31日
■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）　☎0747−52−9403
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ワクチン名 実施日 受付時間 年　齢 接種回数・受け方 定　員

ヒブワクチン
９月９日（水）
10月５日（月）
11月９日（月）

午前９時45分
～午前10時 １歳以上～５歳未満 １回 各10人

小児用
肺炎球菌
ワクチン

９月18日（金）
10月16日（金）
11月16日（月）

午前９時45分
～午前10時

１歳児 60日以上の間隔で２回
各10人

２歳以上～５歳未満 １回

ヒブ・小児用肺炎球菌予防ワクチン接種について
平成 25 年度からヒブ・小児用肺炎球菌予防ワクチン接種は定期接種に加わりました。

追加接種を
お忘れではないですか？

ワクチン名 年　齢 接種回数・受け方 注意事項

ヒブ
ワクチン

２カ月～
７カ月未満

27日以上(標準的には56日まで)の間隔で３回接種後、
７カ月以上 (標準的には13カ月まで )の間隔で１回 ２回目以降が１歳を越えるときは、３回目

（または２回目）は接種できません。27日以
上あけて追加接種を受けてください。７カ月～

１歳未満
27日以上(標準的には56日まで)の間隔で２回接種後、
７カ月以上 (標準的には13カ月まで )の間隔で１回

１歳以上～
５歳未満 １回

小児用
肺炎球菌
ワクチン

２カ月～
７カ月未満

(標準的には生後１歳までに)27日以上の間隔で
３回接種後、60日以上あけ、１歳以上で１回

２回目以降が２歳を越えるときは、２回目
以降は接種できません。（接種開始が２カ月
～７カ月未満の子で、２回目が１歳を越え
るときは、３回目は接種できません。）
60日以上あけて追加接種を受けてください。

７カ月～
１歳未満

(標準的には生後１歳１カ月までに)27日以上の間隔で
２回接種後、60日以上あけ、１歳以上で１回

１歳児 60日の間隔で２回
２歳以上～
５歳未満 １回

■対 象 者　生後２カ月～５歳未満　※　対象者へは個別にご案内を郵送しました。
■接種方法　接種医療機関での個別接種

※　事前に医療機関へお問い合わせ（予約など）をしていただき、送付した予診票にご記入のうえ、
　受けてください。また、下記の指定医療機関以外で受けるときは、別途手続きが必要です。

■接種回数等　回数や接種間隔は、年齢により異なります。
　　　　　　　１歳未満で接種を開始されたお子さんは、追加接種が必要です。
　　　　　　　まだ接種を受けていないお子さんは、早めの接種をお願いします。

■指定医療機関　予約制（要問い合わせ）
　　　　　　　　※　下記以外の県内契約医療機関でも受けられます。町保健センターにお問い合わせください。

～１歳以上５歳未満で初めて接種を受けるお子さんの場合～
■接種方法　町保健センターでの集団接種（予約制）　
　　　　　　同時接種はできません。ヒブと肺炎球菌との接種間隔は１週間以上必要です。
　　　　　　※　事前に町保健センターへ予約していただき、送付した予診票にご記入のうえ、受けてください。
■接種回数・集団接種日程等

■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）　☎0747−52−9403

( 成人）風しんワクチン接種に係る助成について
　平成26年度に引き続き、風しんワクチン接種について費用の助成を行っています。
　詳しくは、町保健センターまでお問い合わせください。
■助成対象者　大淀町に在住の人で
　①�平成７年４月１日以前生まれで妊娠を予定または希望している女性とその配偶者
　②妊娠している女性の同居家族
■助成対象期間　�平成25年４月１日以降に接種したもの
■助成対象回数　�１回
■手続き方法　医療機関で接種後、助成金を還付
　○申請期間　平成28年３月31日まで
　○場　　所　町保健センター
　○必要書類　身分証明書・医療機関発行の領収書・接種を証明する書類・印鑑・振込先の分かるもの

※　妊娠している女性の同居家族の人は母子手帳
■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）　☎0747−52−9403

医療機関名 住　所 電話番号 備　考
町立大淀病院（小児科） 大淀町下渕353-1 0747-52-8801 電話受付時間：平日午後１時～午後４時
ごいちクリニック 大淀町北野1913-6 0746-34-5150 　
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大腸がんについて
　大腸がんは 40歳代から罹

り

患
かん

率が増加し、がんの臓
器別罹患順位では男性で第１位、女性で第２位になっ
ています（2013 年）。

大腸がんの年齢別罹患率（2011年）

がん情報サービス（国立がん研究センターがん対策情報センター）

大腸がんリスク度チェック
□野菜や果物をあまり食べない
□�肉類（赤身肉やハム・ソーセージ・ベーコンなどの
加工肉を含む）をよく食べる
□お酒をよく飲む
□肥満である
□運動をあまりしない
□家族に大腸がんになった人がいる

大腸がんのリスクを防ぐには
◦�野菜は１日に 350g 以上（小鉢で約５皿分）を摂る
ようにしましょう。
◦�お酒の飲みすぎは禁物です。
　

▲

１日のアルコール摂取量の目安：純アルコール 20g

◦�１日 30 分以上の運動（ウォーキングなど）を週に２
日以上することが推奨されています。

大腸がんの症状ってどんなもの？
　早期のがんでは症状が出ることがほとんどありません。
症状が出始めたら、たいていの場合は進行しています。

　主な症状は…
　　血便、便が細くなる、腹痛、便秘と下痢を繰り返す、
　　腹鳴、残便感、腹部膨満感などがあります。

検診の方法は？
　検査の内容は問診と便潜血検査です。２日分の便をと
り、便に血液が混じっていないかを調べる検査です。

　血液が混じっていると…
　　がん・潰

か い よ う

瘍・ポリープ・炎症性腸炎・
　　痔

じ

などが疑われます。

　早期であればほぼ 100％近く治すことができます。定
期的に検診を受けましょう。

検診の日程について

○大腸がん・肝炎ウイルス検診
■日時　９月12日（土）
　　　　①午前７時30分～午前９時
　　　　②午前９時～正午
　　　　③午後１時30分～午後３時

○肺がん・大腸がん・前立腺がん・肝炎ウイルス
　+胃がん検診
■日時　11月10日（火）　午前９時～正午

○肺がん・大腸がん・前立腺がん・肝炎ウイルス
　+子宮頸がん検診
■日時　11月10日（火）　午後１時30分～午後３時

　対象や料金等、詳しくは９ページのけんこうガイド
をご参照ください。他の検診日程も掲載しています。

■申し込み・問い合わせ先
　町保健センター (健康増進課 )
　☎0747-52-9403

健康ウォーキング 参加者募集
　普段何気なく通り過ぎている場所を、
おおよど元気アップセミナーのメンバー
と一緒に歩いてみませんか。町文化財技
師�松田氏による解説もあります。
■日　　時
　10月５日（月）�午前９時集合
　※　荒天時は10月14日（水）に順延
■集合場所　近鉄下市口駅
■コ ー ス　�近鉄下市口駅−八幡神社−南大和公民館

（トイレ）−近鉄下市口駅　約7.5km
■定　　員　30人　※　定員に達し次第受付終了
■持 ち 物　保険証・水分補給のためのお茶や水
■申込方法　�町保健センターに電話で申し込んでくだ

さい。
■申し込み・問い合わせ先
　町保健センター（健康増進課）　☎0747-52-9403

熟年のためのはつらつ料理教室
　毎日の食事の栄養バランスなどに気を配り、健や
かな生活を送るために料理教室を開催します。
　調理実習などで、一緒に楽しく勉強しましょう。
ぜひ、ご参加ください。
■日　　時　10月20日（火）
　　　　　　午前９時30分～午後２時
■場　　所　町保健センター
■対　　象　本町在住の満60歳以上の人
■定　　員　20人　※　定員に達し次第受付終了
■持 ち 物　エプロン・三角巾�
■主　　催　町食生活改善推進員協議会
■申込方法　�町保健センターに電話
　　　　　　で申し込んでください。
■申し込み・問い合わせ先
　町保健センター（健康増進課）
　☎0747−52−9403
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　お客さまに合わせた運動
メニューをご提案します。ス
タジオ・プールでの多彩な
レッスンもご用意！運動が
初めての方でも、トレーナー
がしっかりサポートします。
　見学も大歓迎です。詳しく
は町健康づくりセンターま
でお問い合わせください。
◇利用時間
◦開館時間　（月・水～土曜日）午前10時～午後10時
　　　　　　（日曜日・祝日）午前10時～午後５時
◦休 館 日　毎週火曜日・年末年始

定期利用料金

1カ月 4,930円

６カ月 26,740円

12カ月 49,370円

ご利用には定期利用がお得です！

◆意外と知られていない医療相談室
　通院や入院をしているときには、治療代のこと、退院後の生活のこと、さまざまな不安や
悩みごとがあります。そんなときに相談にのってもらえるのが、病院の中にある医療相談室
です。当院では地域連携室として社会福祉士・看護師が従事しています。入院している人だ
けでなく、通院中の人も相談できますので、気軽に相談に来てください。

◆退院することが決まったら
　退院のめどがたったら、在宅での療養生活の準備を始め、退院後の暮らしを支える体制を
つくっていきましょう。すでに介護サービスを受けている人は、担当のケアマネージャーに
相談しましょう。介護サービスを受けていない人は、地域連携室でご案内します。

◆自宅で暮らすためにリハビリテーション（リハビリ）が必要な場合はどうしたらいいの？

◆在宅で医療や看護のサービスを受ける場合はどうしたらいいの？

　近年、病院や介護施設という環境でなくても、自宅で安心して療養生活を送ることができる環境が整いつつあ
り、在宅でもさまざまな医療・介護サービスを受けられるようになりました。住み慣れた自宅で暮らし続けるこ
とができるよう、病院から地域につないで療養生活を支えるために、これからも支援していきます。

vol.78

退院が決まったらどうすればいいの？ 町立大淀病院
　地域連携室　高山 香代

　リハビリと介護を受け
ながら在宅への復帰をめ
ざす中間施設です。３カ
月をめどに入所を継続す
るかどうか判断します。

介護老人保健施設
（介護保険制度）

　急性期の治療後、在宅復帰に向けて
療養を行います。入院できる日数が決
まっています。当院でも５月から地域
包括ケア病棟を開設しています。病状
に合わせた療養先をご案内します。

地域包括ケア病棟

　急性期の治療後、集中したリハ
ビリを希望する人が利用できま
す。発症から何日以内なら受け入
れ可能か、また入院できる日数も
病気ごとに決まっています。

回復期
リハビリテーション病棟

　通院が困難だが自宅での
介護を希望される場合、開
業医の先生が定期的に訪問
してくれます。

かかりつけ医（開業医）が頼りに
　在宅生活で医療を必要とする場合、心強い味方は
訪問看護です。健康管理や医療的なケアだけでな
く、医師との連絡調整やリハビリなど、さまざまな
面でサポートを受けることができます。

訪問看護ステーションを活用しよう

◇大淀あらかしテレビの番組に関すること
　町役場　総務課　☎0747−52−5501
◇ こまどりケーブルの加入・サービス内容に関すること
　こまどりケーブル　☎0120−667−740

問い合わせ

　大淀あらかしテレビでは、町内で行われた行事や
地域の話題をはじめ、各種行政情報、保健センター
だより、投稿ビデオコーナーなど盛りだくさんの内
容で放送しています。
●放送時間
　午前９時30分～　午後０時30分～　午後３時30分～
　午後６時30分～　午後９時30分～　午前０時30分～

　大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどりケ
ーブルへの加入が必要です。ぜひ加入してください。
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　子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して
事業を実施しています。
■クラス
〇赤ちゃんクラス（３カ月～１歳３カ月）　火曜日
〇ちびっこクラス　月曜日・水曜日
■時　間　午前10時～午前11時15分（９時30分から開放）
■場　所　地域子育て支援センター
■持ち物　水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２　�月～金曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に

利用してください。申し込みは必要ありません。
　　　時間は午前10時から午後２時までです。
■育児相談　�育児相談は随時受付をしています。希望者

は、延明保育園に直接申し込んでください。
■問い合わせ先
◦延明保育園　☎0747−52−0388
◦地域子育て支援センター　☎0747−53−0377

「お家でのお子さまとの関わり方」「食事について」
「授乳」など、家庭での子育てについて相談がある場合
は、自宅に訪問します。気軽に利用してください。

ママストレッチ
◇日　時　９月14日（月）　午前10時～午前11時30分
◇参加費　200円
◇内　容　�講師が指導します。普段使っていない筋肉を

動かして、心も体もリフレッシュしましょう！

ベビーマッサージ
◇日　時　９月15日（火）　午前10時～
◇参加費　初回300円、次回から200円
◇持ち物　�バスタオル・タオル・防水シーツ・
　　　　　オムツなど、その他必要なもの
◇内　容　�助産師が指導します。着脱しやすい服装でお

越しください。

施設訪問
◇日　時　９月16日（水）　午前10時～午前11時
◇参加費　無料　※　現地集合・現地解散
◇内　容　�施設のおじいちゃん・おばあちゃんとふれあい

あそびをしたり、プレゼントを渡したりして一
緒に楽しく過ごしましょう♪

吉野ゆるマルシェ
◇日　時　９月24日（木）　午前11時～午後２時
◇内　容　�たくさんのお店があそびの森に並びます♪

プレママっこ
９月８日（火）助産師とのフリートーク

赤ちゃんクラス
９月７日（月）ちびっこクラス合同　ワイワイたいむ「幼稚園・保育園選び」
９月８日（火）製作「敬老の日プレゼント」　持ち物：はさみ・のり・ペン

ちびっこクラス
９月７日（月）赤ちゃんクラス合同　ワイワイたいむ「幼稚園・保育園選び」
９月９日（水）製作「敬老の日プレゼント」　持ち物：はさみ・のり・ペン

９月28日（月）親子リトミック(講師が指導)・手作りおやつ「みたらし団子」参加費：200円　持ち物：スプーンセット・おしぼり・飲み物

公開保育
◇日　程　◦花吉野えんめい保育園(福神)
　　　　　　９月29日（火）
　　　　　◦延明保育園 (桧垣本 )
　　　　　　９月30日（水）
◇時　間　各日　午前10時～午前11時
◇参加費　無料
◇持ち物　�スリッパ・子ども用上靴・靴袋
◇内　容　�保育園の普段の様子を見ていた

だきます。お気軽にお越しくだ
さい。

第51回町民体育大会 開催
■日　時　10月11日（日）�午前９時から　※　荒天時は中止
■場　所　町平畑運動公園サッカー場
■内　容　詳しくは本紙折り込みチラシをご覧ください。
■その他　�町平畑運動公園臨時駐車場の駐車スペース (約200台程度 )に

限りがありますので、町役場駐車場からのシャトルバスをご
利用いただきご来場くださいますよう、ご協力をよろしくお
願いします。なお、会場周辺での路上駐車は禁止です。

■問い合わせ先　町教育委員会　生涯学習課 (内線326)

優秀選手表彰の推薦を受け付けています
　町体育協会では、昨年９月１日から本年８月31日
までに、県体育協会主催の県大会で優勝した人（団
体）およびそれ以上の大会に県予選等により出場し
た人（団体）を優秀選手として、町民体育大会で表彰
させていただきます。自薦・他薦は問いませんので、
お心あたりのある人は、９月18日（金）までに町体育
協会事務局へ問い合わせてください。
■問い合わせ先　町体育協会事務局
　　　　　　　　（町教育委員会��生涯学習課内）　☎0747-52-1522

町体育協会主催
秋季大会 参加者募集
　町体育協会では、秋季大会の次の
種目の参加者を募集しています。み
なさんのご参加をお待ちしています。
■種　目
　グラウンド・ゴルフ
■日　時
　10月 25日（日）
　午前９時集合
　（予備日：11月１日（日））
■場　所
　町平畑運動公園サッカー場
■対　象
　本町に在住もしくは在勤の人
■申込締切
　10月９日（金）
■申し込み・問い合わせ先
　町体育協会事務局
　（町教育委員会　生涯学習課内）
　☎ 0747-52-1522
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地域のお地蔵さんを訪ねて
　みなさんも身近に見かけるお地蔵さん。今回は、大
淀町北部の持尾地区にあるお地蔵さんの話です。
　現在 15 世帯が暮らす持尾には、２つの地蔵堂があ
ります。集落の南端にある「ジゾーガサキの地蔵」と、
集落の西方、岩壺地区との境目にある「ゴアミの地蔵」
です。ジゾーガサキの地蔵堂は、その立派な鬼瓦に「土
田尾伊 細工御造」と刻まれています。「尾伊」は瓦職人
の名前でしょうか。ゴアミの地蔵は別名を「歯痛の地蔵」
といい、そこにつり下げられた孔の空いた石をなでる
と、歯痛が治るというのです。いずれもその堂内には、
500 年前にさかのぼりそうな石地蔵と石塔がまつられて
います。
　今年持尾地区では、この２つの地蔵堂をあわせて新
造しようということになり、地元の大工・辻本武志さ
んが、私財を寄付し、腕をふるって、２カ所分の地蔵
をまつるお堂をジゾーガサキに建てようとがんばって
おられます。この記事がみなさんの目に留まるころに
は、立派な新地蔵堂が
建っているはずです。
　世の中は移り変わっ
ても、持尾地区のお地
蔵さんは、まだまだ健
在です。

▲

移設前の「歯痛の地蔵」

　チョア・モアさんが、町立３小学校のALT( 外国語指導助
手 )として新しく本町に来られました。
　チョアさんは、小学校で英語の指導をするだけでなく、公
民館で英会話講座の講師を務める予定です。
　本紙に初登場の今回は、チョアさんについて紹介します。

●はじめまして
　アメリカのカリフォルニア州サクラメントから
来ました。現在23歳です。９人家族で、７人兄弟
の３番目です。小さな犬も飼っていて、家族みんな
とても仲が良いです。

●来日のきっかけは
　大学では英語と日本語を専攻していたのですが、
日本語の勉強を始めてから、日本や日本の伝統文化
に興味を持つようになりました。もともと教師にな
りたいという夢があったので、日本で英語の先生に
なりたいと思い来日を決めました。
　日本に来るのは３回目で、留学で京都に３カ月、
児童養護施設でのインターンシップで横浜に３カ
月来たことがあります。こんなに長く滞在するのは
初めてなので、とても楽しみです。

●趣味・特技は
　趣味は読書で、特にイギリス文学を好んで読みま
す。得意ではないのですが、スクラップブックを作
るのが好きで、デコレーションを楽しんでいます。

はじめまして チョア です！！

　 今 後、English Diary
はチョアさんとキャロラ
インさんに、隔月交替で
書いていただく予定です。

●日本でやりたいことは
　沖縄や北海道、富士山、近場だとUSJ など、日
本中を旅行したいです！神社やお寺巡りも好きで
すし、映画やコンサートにも行ってみたいです。
　また、日本の伝統芸能の中でも、狂言や能・歌舞
伎に関心があります。ちびっ子桧垣本座の話を聞い
たので、彼らの舞台をぜひ観てみたいですね。

●町民のみなさんへ
　大淀町は、穏やかで素敵な町ですね。都会よりも
自然豊かな場所の方が好きなので、落ち着きます。
　みなさんに英語を楽しんでもらえるよう、最善を
尽くしてがんばります。みなさんにお会いできるの
を楽しみにしています。

　ちびっ子桧垣本座は、大阪市にある生國魂神社
（通称いくたまさん）で開催された「ヤング NOH 能 
キッズ＆学生真夏の大発表会」に出演し、神社特
設の舞台で連吟「吉野天人」、舞囃子「老松」「高砂」
を披露しました。
　このイベントには、ちびっ子桧垣本座をはじめ
奈良県・大阪府・兵庫県の小･中･高･大学の14団体
が参加していました。参加団体の中には３月の大
和猿楽子どもフェスティバルに出演していた団体
もあり、交流が図られました。
　会場へ向かう道中、バス車中で謡の練習をした
ときは不安がありましたが、座員は精一杯演じる
ことができ、満足そうでした。何より能楽師の先
生たちに「みんなしっかりしてきたね」と言ってい
ただきとてもうれしかったです。今月から新しい

演目にも挑戦していきます。
みなさん、ちびっ子桧垣本座
を応援してください。
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平成27年度
コミュニティ助成事業

　宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託
事業収入を財源として実施しているコミュニティ助
成事業により、馬佐区自主防災会が発電機と投光器
を５台ずつ、宝くじの助成金で購入しました。

■問い合わせ先
　町役場　安全対策推進室 (内線 207)

大淀町ふるさと応援寄附金について
　７月中に次のみなさまから寄附をいただきました。
　西谷　明久様� 1,000,000円
　　匿　　名� 30,000円
　　匿　　名� 10,000円
　　匿　　名� 3,000円
　　他１名様
　みなさまの熱い想いを実現できるよう
に、大切に活用させていただきます。
　今後も変わらぬ応援をお願いいたします。

“第65回社会を明るくする運動”
愛の善意募金 ありがとうございました
　みなさまからいただいた善意は、奈良少年刑務所、
少年院、少年鑑別所、更生保護施設「至徳会」等の
支援活動、町内では青少年健全育成の活動の一環と
して、小学一年生に入学祝いとして「防犯ベル」の
贈呈に活用させていただきます。
　安全で、安心して暮らせる町づく
りに役立てればと願っています。今
後とも、更生保護女性会の活動にご
理解・ご協力いただきますよう、よ
ろしくお願いいたします。

町更生保護女性会　　　

　漏水かな？と思ったら
　メーターから宅地側で水漏れ（蛇口、地下の配管
等）があった場合は、これまでと同様に町水道部で
は修理できません。ご家庭内の漏水修理は、大淀町
指定の工事店に依頼してください。なお、大淀町指
定の工事店の一覧は、あらかしテレビ、町ホーム
ページ、町水道部にてご確認いただけます。

■問い合わせ先　町水道部　☎0747−52−0137 秋の交通安全県民運動
　「交通事故のないやすらぎの大和路づくり」をス
ローガンに、９月21日（月）から９月30日（水）まで
の10日間、秋の交通安全県民運動が実施されます。
お互いに交通ルールを守り、交通事故
の防止に努めましょう。

【運動の基本】
　子どもと高齢者の交通事故防止

【重点項目】
○�夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事
故防止（特に、反射材用品等の着用の推進および
自転車前照灯の点灯の徹底）
○�後部座席を含めた全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶
○正しい横断と横断歩行者の保護（奈良県重点）
■問い合わせ先
◦町交通対策協議会
　（町役場　安全対策推進室内）(内線207)
◦吉野警察署　☎0747-53-0110

　　�

イーゼル芸術工房・ハロウィンライブ
～みんなで仮装パーティー！～

　ひだまりホールにイーゼル芸術工房を招いてJ-pop
ライブを行います。当日は仮装コンテストも開催し
ます。家族や友人を誘って参加してくださいね！
■日　時　10月31日（土）
　　　　　午後２時～
■場　所　町文化会館
　　　　　ひだまりホール
■定　員　100人　※　先着順
■入場料　[一　般 ]　500円
　　　　　※　小学生以上
　　　　　[友の会 ]　300円
　　　　　[未就学児 ]　無料
■問い合わせ先
　町文化会館　☎0747-54-2110

第９回ステップアップピアノコンサート
　一般参加者によるリレー形式のコンサートです。
普段の生活では触れる機会の少ないスタインウェイ
ピアノ。その音色や弾き心地を、ご自身で確かめて
みませんか？観覧だけでも大歓迎です！
■日　時　11月29日（日）　正午開演
　　　　　※　開場は30分前
■場　所　町文化会館　あらかしホール
■参加費　１人につき500円　※　観覧は無料
■定　員　15組程度　※　演奏は１組10分以内
■申込締切　10月16日（金）
■申し込み・問い合わせ先
　町文化会館　☎0747-54-2110

15



　月の満ち欠けによって暦を作っていた太陰暦 (旧暦 ) では、７月
から９月を秋としていました。その真ん中の８月15日の月を中秋の
名月といいます。今年は、９月27日（日）がお月見にあたります。日々、
忙しくて疲れている今日このごろ、月を眺めてのお月見で癒されて
みましょう。

■問い合わせ先　町立図書館　☎0747-54-2120

９月のおはなし会
●９月12日（土）�午後２時30分～
　こどものためのおはなし会
●９月20日（日）�午後３時～
　こどものためのおはなし会
●９月27日（日）�午後２時～
　大人のための朗読会　響

　おはなし会のご案内

　静かな夜。父ちゃんとじい
ちゃんとぼくは、海に漕

こ

ぎ出
した。小さなボートの名前はル
ナ。お月さんって、意味だ。海
の真ん中、じっと待っていると、
海からでっかいお月さんが出て
きた！ぼくは、はしごをどんど
んのぼって、お月さんの上に着
くと…。

　サツキとヨウスケは、ミヅキ
さんが作ってくれた「おやつ」が
きっかけで、29日間の月の満
ち欠け観察を始めることになり
ました。１日ごとの月の動き、
太陽との位置や角度など、ふた
りは毎日写真を撮って記録をつ
けていきます。月の形が変わる
理由などがよくわかる絵本で
す。

「ルナ おつきさんの おそうじや」　
作／エンリコ＝カサローザ　訳／堤 江実　講談社

「月の満ち欠けのひみつ」
絵･文／関口 シュン　監修／木村 直人　子どもの未来社

　民子が小学２年生のときに母
は亡くなり、その３年後に父は
年若い部下の宏子と再婚。父と
その再婚相手とのぎくしゃくと
した生活から、民子が大学進学
で実家を出るまでのお話。４部
構成で、民子視点・宏子視点・
亡き母の友人の祥子視点・父視
点、それぞれの想いを鮮やかに
掬
す く

い取った、切なくも温かな家
族の物語。第２回ポプラ社小説
大賞・優秀賞受賞。

「月のうた」
著／穂高 明　ポプラ社

休館情報と休館に伴う倍貸し
　10月５日（月）から31日（土）まで、図書特別整理お
よび、図書館システムの改修のため臨時休館となりま
す。この期間中は、図書館の利用はできません。ご迷
惑をおかけしますが、みなさんのご理解・ご協力をお
願いします。
　また、臨時休館の前に、図書を１人10冊、６週間ま
で貸し出しします。読書の秋にたっぷりと本をお楽し
みください。休館中の図書の返却は返却ポストをご利
用ください。

倍貸し期間　９月25日（金）～10月４日（日）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 １ ２ ３

文化会館・図書館ともに休みの日

図書館が利用できない日

９月のカレンダー

　リサイクルブックフェアを次のとおり開催します。
■日　　時� 10月24日（土）　午後１時～午後４時
■場　　所� 町文化会館　ひだまりホール
 ～古本を募集しています～
　リサイクルブックフェアに提供していただける古本
を募集します。ご家庭で読み終えた本や、不要になっ
た本を図書館へお持ちください。
■申し込み　電話で申し込んでください。
■本の持ち込み　10月４日（日）まで
■持ち込みの冊数　１件につき、50冊まで
■持ち込み図書の種類　一般書・文庫本・児童書・絵本
■注意事項
◦漫画・雑誌は受付できません。
◦�本の状態・内容によっては受付できない場合があります。
◦�残った本は、リサイクルブックフェア終了後、1週
間以内に必ず引き取りに来てください。

リサイクルブックフェア（古本・雑誌市）
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幼 稚 園！て み てき
ゆめのたねいっぱい

野菜の収穫
園で栽培している“インゲン豆”と“じゃがいも”を収穫しました。

　

■対　　象　就学前の乳幼児
■内　　容　幼稚園見学・季節に応じた遊び
■費　　用　無料
■申し込み　�２日前までに各幼稚園まで電話または

メールでお申し込みください。

☆９月1�日（土）は、運動会に参加できます☆
■日　　時　９月11日（金）・10月20日（火）
　　　　　　午前10時～午前11時
■場　　所　町立大淀西部幼稚園（大淀町今木779-4)
■園庭開放　９月10日（木）・９月25日（金）
　　　　　　10月８日（木）・10月22日（木）
■問い合わせ先　☎0745-67-1766
　　　　　　　　　�seibu-you@town.oyodo.lg.jp

■日　　時　９月８日（火）・10月７日（水）
　　　　　　午前10時～午前11時
■場　　所　町立大淀東部幼稚園（大淀町中増61-2）
■園庭開放　毎週火曜日
■問い合わせ先　☎0746-32-0264
　　　　　　　　　�toubu-you@town.oyodo.lg.jp

幼稚園に親子で来て、同じくらいの年齢のお友
だちと遊んで、楽しい時間を過ごしましょう♪

９月分
10 月分

町立大淀東部幼稚園

町立大淀西部幼稚園

星に願いを込めて…☆ 金魚をすくったよ！

アート体験
ゲロゲロ工房で、新聞を使ってたくさん遊びました。

パフェおいしかったね♪

★ ★
★

おおよどせいぶようちえん
わ く わ く  に こ に こ

あ そ び に き て ね
　今月は、大淀西部幼稚園の６月下旬から７月の
様子です。２学期が始まり、まだまだ暑い日が続
いていますが、子どもたちは元気いっぱいです。

今後の主な行事
９月　秋季運動会・梨狩り・美吉野園との交流会
10月　秋季遠足・公開保育・避難訓練
11月　文化鑑賞会

年長児宿泊保育【６月 26 日（金）・27 日（土）】
　うだ・アニマルパークに行って、バター作りをしたり、
餌やりをしたり…。夜は吉野山に宿泊しました！
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県
立
大
淀
養
護
学
校
で
は
、
知
的

障
が
い
の
あ
る
幼
児
や
児
童
の
保
護

者
等
に
対
し
て
、
同
校
の
教
育
に
つ

い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
体
験
学
習
を
行
い
ま

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
在

籍
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
等
を

通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対　

象

○
小
学
部

　

�

知
的
障
が
い
の
あ
る
幼
児(

来
年

度
就
学)

と
そ
の
保
護
者
・
幼
稚

園
の
教
員
・
保
育
園
の
保
育
士
・

施
設
の
指
導
員
ほ
か

○
中
学
部

　

�

知
的
障
が
い
の
あ
る
小
学
６
年
生

と
そ
の
保
護
者
・
小
学
校
の
教
員

ほ
か

■
日　

時

○
小
学
部

　

10
月
９
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

○
中
学
部

　

10
月
26
日（
月
）～
11
月
６
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

■
教
育
相
談
日

　

随
時
教
育
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
就
学
に
関
す
る
ご
相
談
や
日

常
生
活
・
学
習
に
関
す
る
指
導
等
、

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
日
時
に
つ
い
て
ご

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校

　

☎
０
７
４
７-

52-

７
６
５
５

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
平

成
27
年
度
に
入
学(

転
入
学)

を
希

望
す
る
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
と

そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
同
校
の
肢

体
不
自
由
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
体

験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
校
で
は
県
内
全
域
を
対

象
に
、訪
問
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
が
重
い
、
病
気
な
ど
健
康
上

の
理
由
、
あ
る
い
は
家
庭
の
都
合
な

ど
で
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
の
困
難

な
児
童
の
家
庭
に
教
員
が
訪
問
し
て

行
う
教
育
で
す
。

■
対　

象

◦�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
児
童

と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

◦�

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
さ
れ
る

幼
児
児
童
と
保
護
者
お
よ
び
関
係

者
■
日　

時　

10
月
16
日（
金
）

　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
１
時

※　

給
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
締
切　

10
月
２
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校　

前
田

　

☎
０
７
４
４-

54-

３
３
８
０

　

み
な
さ
ん
の
周
り
で
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
い
じ
め
・

い
や
が
ら
せ
・
虐
待
な
ど
の
人
権
侵

害
が
起
き
て
い
る
の
で
は
…
と
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
み
な
さ
ん
が

毎
日
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
よ
う
、
人
権
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。

■
日　

時

　

９
月
７
日（
月
）～
13
日（
日
）

　

午
後
９
時
～
午
後
４
時

■
相
談
員

　

�

奈
良
地
方
法
務
局
職
員
お
よ
び
人

権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

　

(

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校

体
験
学
習

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

体
験
学
習

～
い
に
し
え
の
香
り
漂
う
ま
ち

大
淀
町
を
訪
ね
て
～

■
日
時
・
場
所

　

11
月
１
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時

　

近
鉄
大
和
上
市
駅
に
て
地
図
配
付

■
コ
ー
ス

　

�

近
鉄
大
和
上
市
駅（
受
付
）↓
安
養

寺
・
篭
屋
忠
次
郎
の
碑
↓
世
尊
寺

↓
牛
滝
神
社
↓
妙
楽
寺
↓
安
産
の

滝
↓
山
道
散
策
↓
道
の
駅
吉
野
路

大
淀
ｉ
セ
ン
タ
ー（
ゴ
ー
ル
）

　

約
10
．
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

※�　

道
の
駅
か
ら
近
鉄
下
市
口
駅
ま

で
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

■
参
加
費　

無
料　

※　

申
込
不
要

■
持
ち
物　

昼
食
・
お
茶
・
雨
具
な
ど

■
そ
の
他

◦�

途
中
山
道
が
あ
り
ま
す
。
運
動
靴

も
し
く
は
歩
き
や
す
い
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◦�

ハ
イ
キ
ン
グ
中
の
け
が
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
責
任
を
負
い
か
ね
ま

す
。
体
調
な
ど
に
充
分
ご
留
意
い

た
だ
き
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

企
画
政
策
課

　

(

内
線
２
２
２)

フ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

　

自
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
人

が
、
よ
り
安
心
し
て
介
護
が
で
き
る

よ
う
に
、
介
護
の
知
識
と
技
術
を
学

び
、
介
護
に
対
し
て
の
精
神
的
・
肉

体
的
な
軽
減
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

■
内　

容

　
�

ら
く
ら
く
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
～
柔

軟
な
身
体
を
め
ざ
そ
う
～

■
日　

時

　

９
月
25
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　

所

　

町
桜
ヶ
丘
総
合
セ
ン
タ
ー

　

２
階
集
会
室

■
対
象
者

◦�

町
内
在
住
で
、
要
支
援
・
要
介
護

状
態
に
あ
る
人
を
自
宅
で
介
護
さ

れ
て
い
る
人

◦�

一
人
暮
ら
し
の
虚
弱
高
齢
者
の
介

護
に
携
わ
っ
て
い
る
近
隣
の
援
護

者
◦
介
護
に
対
し
て
興
味
の
あ
る
人

■
募
集
人
数　

30
人
程
度

■
申
込
締
切　

９
月
24
日（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

　

☎
０
７
４
７-

52-

７
７
６
０

家
族
介
護
者
教
室
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■
受
験
資
格

　

�

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
人(

男
女)

■
受
付
期
間　

９
月
30
日（
水
）ま
で

■
試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部�　

五
條
地
域
事
務
所

　

☎
０
７
４
７-

22-

３
７
８
９

【
防
衛
大
学
校 

一
般
採
用
前
期
日
程
】

■
試
験
日

　

11
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）

■
試
験
種
目

　

�

筆
記
試
験（
英
語
・
数
学
・
社
会
・

国
語
）

※　

マ
ー
ク
セ
ン
ス
・
記
述
式

■
二
次
試
験　

12
月
上
旬
予
定

　

口
述
試
験
・
身
体
検
査

※�　

詳
細
は
、
11
月
27
日（
金
）の
一

次
試
験
合
格
発
表
後
に
ご
案
内
し

ま
す
。

■
そ
の
他

　

防
衛
大
学
校
試
験
に
は
、
一
般
採

用
試
験
以
外
に
も
推
薦
お
よ
び
総
合

選
抜
の
各
試
験
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 【 

防
衛
医
科
大
学
校 

医
学
教
育
部 

医
学
科
】

■
試
験
日

　

10
月
31
日（
土
）・
11
月
１
日（
日
）

■
試
験
種
目

　

�

筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
・
外
国
語
・

防
衛
大
学
校
・
医
科
大
学
校

採
用
試
験

理
科
）　

※　

択
一
式
・
記
述
式

■
二
次
試
験　

12
月
中
旬
予
定

　

口
述
試
験
・
小
論
文
・
身
体
検
査

※�　

詳
細
は
、
12
月
２
日（
水
）の
一

次
試
験
合
格
発
表
後
に
ご
案
内
し

ま
す
。

【 

防
衛
医
科
大
学
校 

医
学
教
育
部 

看
護
学
科
】

■
試
験
日　

10
月
17
日（
土
）

■
試
験
種
目

　

�

筆
記
試
験（
国
語
・
外
国
語
・
数
学
・

理
科
・
小
論
文
）

■
二
次
試
験

　

11
月
28
日（
土
）ま
た
は
29
日（
日
）

　

口
述
試
験
等

※�　

詳
細
は
、
11
月
13
日（
金
）の
一

次
試
験
合
格
発
表
後
に
ご
案
内
し

ま
す
。

　　　法テラス
　身近な法的トラブルについてお
気軽に問い合わせてください。
　解決に役立つ法制度や最適な相
談機関を紹介します。

■問い合わせ　
　法テラス奈良　☎050−3383−5450
　法テラス南和法律事務所
　（下渕やすらぎビル内）　

☎050−3383−0025

人権相談

教育相談（予約が必要です）

消費生活相談

児童相談

■日時　午前９時〜午後４時
　　　　（土、日、祝日を除く毎日）
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権施策推進室

■日時　水・金曜日
　　　　午前９時〜午後４時
■場所　大淀町適応指導教室
■問い合わせ　大淀町適応指導教室
　　　　　　　☎0746−34−5016

■日時　毎月第２・第４水曜日
　　　　午後１時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町社会福祉協議会
　　　　　　　☎0747−52−1941

■日時　９月16日㈬
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　大淀町役場

■問い合わせ　大淀町役場人権住民課
　　　　　　　☎0747−52−5501
■日時　10月16日㈮
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　吉野町役場
■問い合わせ　吉野町役場町民課
　　　　　　　☎0746−32−3081
■日時　11月16日㈪
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ　下市町役場住民保険課
　　　　　　　☎0747−52−0001

■日時　毎週火曜日
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　吉野町役場
■問い合わせ　吉野町役場町民課
　　　　　　　☎0746−32−3081

■日時　９月19日㈯　　
　　　　午前９時〜午後４時
■場所　大淀町中央公民館
■問い合わせ　
　県建築協同組合中吉野支部
　☎0747−52−9971

■日時　毎月第２火曜日
　　　　午前10時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　県交通安全対策課
　　　　　　　☎0742−27−8731

■日時　10月２日㈮　
　　　　午前10時30分〜午後４時
■場所　吉野町中央公民館
■問い合わせ　高田こども家庭相談センター
　　　　　　　☎0745−22−6079

心配ごと合同相談

住宅増改築相談

無料交通事故相談

無料法律相談（予約が必要です）

1�



広　告

広　告

広　告

このコーナーの「すまいる」の写真を
お待ちしています。申し込みは、町
役場総務課まで。

大淀町民憲章（平成3年11月1日制定）
わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

れきの心と水と緑、はちたしくたわ ．１
いな町をつくります。

、び尊を権人にい互、はちたしくたわ ．１
共に生きるあたたかい町をつくります。

愛を土郷たれぐす、はちたしくたわ ．１
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

、みし親にツーポス、はちたしくたわ ．１
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

ど子、い敬を人老、はちたしくたわ ．１
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

梨花 アラカシ

　のうごき

広告は、町の新たな財源の創出を図るために掲載しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

この広報紙は、再生紙を使用しています。

平成27年7月31日現在

●人　口	 18,715人（－31）
　　男	 8,954人（－24）
　　女	 9,761人（－　7）
●世帯数	 7,424（－13）
				　（　）内は前月との比較

（桧垣本）

菊
きくかわ

川　春
は る と

翔 くん
（平成27年２月８日生まれ）

両親からのコメント

強い男になってね♡
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